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0ur paststudyhadbeenmadewithanassum ptionthatIo'svolcanicactivity canbeinferedfrombright-
nessoftheJupiter'ssodium nebula.However,severalissues,likean exactbegirmlngtimeofvolcanicen-
hancementortemperaturethatvolcanoescanatain,Cannotbesolvedonlyfromthesodium nebula.Wehence







































強度 ･頻度ともに低下 した｡イオやプラズマ ･トーラスは､L-6に存在し､DAM の起源は L-6､
HOM はL-8-12であることが先行研究により示されている｡イオの火山活動が直ちに磁気圏プラズ
マ量の変化に結合しうるのはL-6付近であるが､この観測事実により､イオ火山活動がL-8-12の
領域にも直ちに変化をもたらす物理プロセスを示唆した｡
(4)イオ火山活動度のモニター手段の確立
イオ火山活動度のモニターは困難で､これまで木星ナトリウム雲増光とイオ火山活動との関係は､あ
くまでも ｢推定｣である｡過去のイオ火山活動モニターの試みは､熱幅射のピークである近赤外域で
行われてきたが､イオ表面太陽反射光を無視できず､イオが木星影にある状態でのみ観測されてきた｡
本研究では､全周回における火山活動モニター実現によって磁気圏活動との関係を解明するため､中
間赤外線地上観測によるイオ表層温度計測を試みた｡具体的には､2009年11月に標高 5,600mの東京
大学チリ･アタカマ天文台 1m望遠鏡を用いて､8.9及び 12.2FLmの2波長で行った｡この波長は
200-400Kの熱転射に相当し､火山の高温部の熱幅射ピークより長波長だが､イオ表層温度 (太陽光
加熱により高々 150K)よりも高い｡本観測により､イオ火山活動が低下 していく過程が観測され､
ナトリウム雲強度も同様の傾向を示すことを初めて示した｡
この一連の研究によって､独自光学的手段による観測を電波 ･赤外域観測と結合させることで､初めて
イオ火山活動と木星磁気圏活動との関係を解明する手法が確立された｡論文 ･プレゼンテーションの内容
は､背景となる物理の理解､結論および将来展開への提案等､水準に達するもので､著者が自立して研究
活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している0
以上の理由により､米田瑞生提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格であると認める｡
なお､本論文の主要部はすでに出版ないし投稿済である｡
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